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宮崎県産業支援財団に設置したコア研究室を中心として、企業・
大学・県立試験研究機関との共同研究等を推進し、研究成果の
事業化を図る。

1. 機能性食品開発
高い生理機能を有するとして見出したラビットアイブルー
ベリー葉などの農作物について、栽培を普及させると共
に、高付加価値な機能性食品開発を促進する。これによ
り、農業および食品加工産業の活性化を図る。

 

２. 発症リスク・早期診断法開発
コア研究室に蓄積されたゲノム・プ
ロテオーム解析技術を活用すること
で疾病関連マーカーの探索を行うと
共に、企業との共同研究により診断薬
開発を目指す。特に、肝疾患、ATLの
診断薬開発を推進し、県内にバイオメ
ディカル分野の新産業を創出する。

３. ハイスループット食品機能性評価システム
開発

基礎技術確立に至った本システムについて、解析精度の
向上を図ると共に、評価項目を追加することにより、市場
ニーズの高いシステ
ムへと発展させる。迅
速かつ網羅的な解析
が可能であることか
ら、創薬のためのスク
リーニングシステムや
農作物の迅速な生理
機能評価法としての
応用が期待される。

４. エマルションキャリア開発
宮崎県工業技術センターが保有する膜乳化技術を活用
し、企業等との共同研究により、化粧品、医薬品、動物薬、
生化学系実験用試薬
などのバイオメディカ
ル分野に関連する応
用研究を推進し、製品
開発を目指す。 

葉が一面に茂ったブルーベリー葉収穫用圃場

イムノクロマト法を用いた
簡易診断キット

マーカー発現量を情報科学的手法により
解析し、生理機能を推定

ナノサイズのエマルションは
細胞内導入能がある
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